
 

 

 

 
 

新年明けましておめでとうございます 
～本年もどうぞよろしくお願いいたします～  

 新年明けましておめでとうございます。2024 年（令和６年）がスタートしました。

今年は十二支の５番目にあたる辰年です。辰（龍・竜）といえば、「画竜点睛」
（がりょうてんせい）という言葉がありますが、これは「物事を完成させるときに、最後

に付け加える最も肝要なところ、最後の大事な仕上げ」という意味で使われます。こ

れから始まる３学期は、まさに「画竜点睛」…肝心の仕上げの学期です。 
また、３学期は新しい年の「スタート」であると同時に、その学年の「ゴール」で

もある学期です。 「一年の計は元旦にあり」と言われるように、３学期を迎えるに
あたって、子どもたち一人ひとりがしっかりとした目標を掲げて、地に足をつけて毎日
こつこつと頑張ることで、今の学年を締めくくるべく確かな力をつけ、自信を持って
次の学年を迎えてほしいと願っています。 
「画竜点睛を欠く」ことのないよう、八日市北小学校教職員一同、大きな愛情

と情熱、活力を持って、子どもたちの確かな成長のために全力を尽くしていきたいと
思います。引き続き、保護者の皆様や地域の方々のご理解とご協力のほどよろしくお
願いいたします。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 
 

挑戦する心を育てたい 
～「だれかと一緒」ではなく「私」がやる！～ 
昨年のことになりますが、１１月１９日（日）に東近江市青少年の主張大会が行われ、６
年生の砂川心晴さんが本校代表として出場してくれました。残念ながらこの日、砂川さん
は大きなダンスの大会と予定が重なり、大会には
ビデオによる参加になりましたが、運動会で応援
団長として全力を尽くした思いを堂々と語ってく
れました。 
また、１０月２８日（土）に、彦根陸上競技場で

行われた滋賀県小学校陸上記録会に、本校から
唯一出場した６年生塚本朱莉さんは、女子１００
ｍ走で、見事４位入賞を果たしました。 
この二人の最も素晴らしいところは、「たとえ自

分ひとりであっても、臆することなく大きな舞台で
今の自分の力を精一杯試してみよう、全力を尽く
してみよう。」と決意したところ、たった一人でも
「私、出ます！（挑戦します！）」と手を挙げたところ
です。二人の勇気ある挑戦をとても嬉しく誇りに
思います。心から拍手を送りたいと思います。こん
な「挑戦する心」が北小の子どもたちに、もっとも
っと育っていってほしいと願っています。 

 

令和６年１月９日（火） 
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【教育目標】  えがおいっぱい やさしさいっぱい やる気いっぱい 北小の子 

神様が十二支の動物を決めるために競

争させた際、牛（丑）が前夜に出発し、ゴー

ル寸前で牛の背中に乗ってきたねずみ

（子）が飛び降りて１番になった話は有名で

すが、後ろの方では、馬 （午）が羊（未）を

励ましながら仲良く完走した話や、途中で

猿（申）と犬（戌）がけんかを始めて、その仲

裁ににわとり（酉）が入ったので順番 が、

申→酉→戌になった話、猪（亥）は猪突猛

進過ぎてゴールを間違って最下位になっ

た話、猫はねずみ（子）にだまされて競争に

参加できず、それ以来ねずみ（子）を恨んで

追いかけまわすようになった話等々、昔話

には「なるほど～」と思える楽しい話がたく

さんあります。  

ちなみに中国発祥の十二支（干支）は、

日本や韓国だけでなく、台湾・ロシア・チベ

ット・タイ・ ベトナム・モンゴル・ブルガリア・

トルコ・インド・アラビア等のたくさんの国

で使われています。これは昔「シルクロー

ド」を通じて多くの国が中国と交易してい

たことが背景にあるようです。国によって

十二支の動物が微妙に違っていて、うさぎ

（卯）ではなく猫だったり、虎（寅） が豹だ

ったり、龍（辰）が魚やワニだったりします。

それぞれのお国柄によるようです。 

 

４位入賞 塚本朱莉さん 

 

優秀賞 砂川心晴さん 

 

「運動会の応援団長を経験して」   八日市北小学校 ６年１組 砂川 心晴  

私は、今年の運動会で赤組の応援団長をしました。私は、応援団長は、応援の内容を考えたり、

応援の仕方をみんなに教えたり、とにかく大きな声を出したりすることが役目だと思っていました。 

夏休みが終わり、二学期の始めに、私は応援団長に選ばれました。そのとき、「もし運動会で赤組

が負けたら、応援団長だからみんなから何か言われるのではないかな」という不安な気持ちが出て

きました。また一方で、「応援の内容や仕方は、応援団のみんなで考えたら簡単に決まるだろう」と

いう軽い気持ちもありました。そんな気持ちで応援の取組が始まり、実際に活動してみると「応援団

のみんなの意見が全く合わない」「一年生が話を聞いてくれない」という壁にいきなりぶち当たりま

した。「このままでは、いけない」と思い、どうしたら楽しくできるか、どうしたらはやく意見がまとまる

かということをインターネットで調べました。するとそこには、意見がまとまらないときは、まずは自分の

意見を言う、またはリストを作ってよい意見を取り上げると書いてありました。「よし、これでやってみ

よう」と思いましたが、もしみんなに「なぜあなたが進めるの？」って言われたらどうしよう、きらわれ

たらどうしようと思えてきたので、お母さんに相談しました。するとお母さんは「そんなん、やってみな

いとわからんやろ。何でもそうやで。やらんと何もわからんやん。」と言ってくれました。その言葉で自

信が持てたので、思い切ってやってみました。そうしたら、みんなが「確かにその通りや」「そうしよう」

と言ってくれて、応援のことがすぐに決まりました。その時私は、「お母さんが言った通りや」と思いま

した。 

応援の内容が決まり、赤組の全体練習が始まりました。いざやってみると、あまりにもそろっていな

くてびっくりしました。声の大きさも、大きく出せている人と出せていない人の差がかなりありました。

この後、応援団のみんなで話し合って、笛をふいてタイミングを合わせたり、周りに一人ずつ応援団

がついたりするなど、いろいろな工夫をしました。すると、工夫は大成功で、はじめよりすごくそろうよ

うになり、声も大きくなりました。「これなら、運動会の本番もだいじょうぶだ」と自信がわいてきまし

た。そして、むかえた運動会の本番。すごく緊張したけど、今までで一番大きな声で応援合戦ができ

ました。 

結局、運動会で赤組は負けてしまったけど、応援団長をして分かったことが二つあります。一つ目

は、何事もやってみないと分からないということです。二つ目は、結果も大切だけど、自分の目標は

達成できたか、全力を出し切れたかということが大切だということです。もし、今回、応援団長をして

いなければ、このことに気づけなかったかもしれません。 

実は、運動会が終わった後、教室にもどる途中で低学年の子に「あっ、負けた組の団長さんや」と

言われました。そのとき私は、特に腹も立たなかったし、くやしい気持ちにもなりませんでした。それよ

りも、『応援団長をやりきった』という満足感でいっぱいでした。それに、私のことを「赤組の団長」と

知っていてくれることがうれしかったです。 

 これからも、みんなの先頭に立って、まとめられるといいなあと思っています。 

https://dictionary.goo.ne.jp/word/%E7%89%A9%E4%BA%8B/
https://dictionary.goo.ne.jp/word/%E8%82%9D%E8%A6%81/
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学校だより「みんなのひろば」はコドモンでも配信しています。 
カラーでご覧ください。 北小ニュース 

 

 １月の行事予定 
８日（月） 成人の日 
９日（火） ３学期始業式  全校 １１：３０下校 
１０日（水） 給食開始   １・２年 身体測定 

 １１日（木） ３・４年 身体測定 
 １２日（金） ５・６年 身体測定 
１５日（月） 委員会活動 
１６日（火） ２年 国際交流（イギリス）  
１８日（木） ６年 平和学習 

（平和祈念館 安土考古博物館）  
１９日（金） 全校集会 
２２日（月） クラブ活動 
２４日（水） たてわり遊び 
２６日（金） 諸費振替日  教育相談日 
２９日（月） クラブ活動(３年 クラブ見学) 
３１日（水） 避難訓練（不審者） 
 

 ２月の主な行事予定 
 ２日（金）  令和６年度入学児童保護者説明会 
 ５日（月）  委員会活動 
 ７日（水）  学習参観 ５時間目 
 ８日（木）  学校保健委員会 
 ９日（金）  全校集会   Jアラート 
11日（日）  建国記念の日 

１２日（月）  振替休日 

１４日（火）  クラブ活動（最終） 

  ※１・２・３年生 ５時間目終了後下校 

   １５日（木）  ２・３年生 ６時間授業 
   ２９日（木）  ６年生を送る会（参観日） 
 
３月１９日（火）  卒業証書授与式 
   ２２日（金）  修了式 

校内書き初め展のご案内 

 子どもたちが、気持ちを新たに行った

書き初めを展示します。お時間がありまし

たら、ぜひご覧になってください。 

【期 間】令和６年１月２５日（木） 

～３０日（火） 

【場 所】各教室前廊下 

【お願い】ご来校の際は職員室へのお声

かけをお願いします。また、教

室内へは入らないよう重ねて

お願いします。 

「たんぼの学校」 

    大谷さん 長い間本当にありがとうございました。 
 １２月１５日（金）に５年生の総合的な学習の時間のまとめとして、今までお世話

になった方をお招きして「北小お米調査隊 感謝の会」を開催しました。この日は、

田んぼを貸していただいている大谷さん、市役所から徳井さんと中島さん、JA グ

リーン近江から辻さん、地域コーディネーターの奥さんに来ていただきました。 

大谷さんにおかれましては、２０年間の長きにわたり、北小学校の５年生がお世話

になりました。もしかして、お父さん、お母さんの中にも大谷さんの田んぼで田植え

や稲刈りを経験された方もおられるのではないでしょうか。北小の子どもたちのた

めにご尽力いただき、誠にありがとうございました。 

来年度からは、南町の種村 暢夫さんにお世話になります。どうぞよろしくお願

いします。 

 

音楽ってやっぱり楽しい！！ 
 12月１３日、１４日とアンサンブル・レネットさんによる芸術鑑賞を行い

ました。１３日は６年生が音楽ワークショップで表現活動を行い、１４日は

全校での鑑賞となりました。進行役の方のトークに乗せられ、子どもたち

にとっては 2 時間の鑑賞があっという間に過ぎ去ったようでした。音楽

は生活に欠かせないものです。歌を歌う、楽器を演奏する、音楽を聴く、

体を動かす等。音楽のたくさんの楽しさを伝えてくださいました。 

 

 

http://www2.higashiomi.ed.jp/ykitasho/

